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１．研 究 課 題：花田清輝『復興期の精神』の研究 

２．研 究 期 間：２００７年 ４月 １日   ～   ２００８年 ３月 ３１日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）：早稲田大学 

 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

 戦後の花田清輝に対しては、毀誉褒貶相半ばするところがあり、とりわけいささかドグマチッ

クにマルクス主義を奉じつづけた態度をめぐっては評価の分かれるところであろう。ところが、

戦時下に執筆された一連のエッセイを収めた『復興期の精神』の評価に関していえば、事情は大

いに異なってくる。この著作に対しては、従来少なからぬ賛辞が寄せられており、久しく端倪す

べからざる一書と目されてきたといえるのである。 

 とはいえ、本書が充分に検討に付されてきたのかといえば、必ずしもそうとはいいがたい。た

とえば、花田のよき理解者として知られる佐々木基一は『同時代作家の風貌』において、「花田

清輝の抵抗は単に戦争にたいする一面的な抵抗にとどまらなかった」と注意を促したうえで、「戦

争という非人間的な現実にたいするあまりにも人間的な抵抗、あまりにも生真面目な、融通のき

かぬ、曲のない抵抗、そしてそれらの抵抗者のあげる哀れな悲鳴や、感傷的なペシミズムや、諦

念や、力のない公式論にたいする抵抗がまた彼のエッセイの第二モチーフをなしている」と明快

に論定している。たしかに、これはすこぶる当を得た解釈であり、『復興期の精神』の一側面を

みごとに照射している。 

 佐々木が『復興期の精神』を論ずるにあたって前提とするのは、「彼の文章を素直に、文章に

即して、すなわち即物的に読むならば、そこにいささかの曖昧さも感じられるはずはなく、歯切

れのいい、厳密に論理的な文体が見出される」という観点である。坪井秀人もまた、「じっくり

時間をかけて読んでみれば、これほど明晰でコスミックなまでに体系だった文章の作品は稀であ

る」（『戦後思想の名著 50』）と述べ、佐々木とほぼ同様の見解を披瀝している。だが、はた

して『復興期の精神』は、ことほどさように理路整然たる論述で満たされた書物といえるのであ

ろうか。 

 というのも、『復興期の精神』の行論をつぶさにたどってみると、「論理的明晰さ」というに

は程遠い、むしろ平仄の合わない記述が少なからず認められるからである。一例を挙げれば、「群

論」において花田は、人間を「実体概念」としてではなく「函数概念」として捉えるべき要を説

き、「もはや「私」という「人間」はいないのである」と揚言する。だが、後の「汝の欲すると



ころをなせ」では、すぐれた芸術家に共通する信条として「エゴイズム」が挙げられ、それに則

って生きてゆく姿勢が推奨されるのである。もとより、ふたつの立場はとうてい相容れるもので

はない。 

 けだし、『復興期の精神』は「明晰でコスミックなまでに体系だった文章」では満たされては

いない。個々のエッセイを統一するような主題は見あたらず、方向性を異にした文章が混在して

いる。それは、戦時下の花田が、超越的な「理論」を定立し、そこに依拠しつつ現実を整然と割

り切ってゆくような態度をとらなかったことに起因するものである。花田は、たえず移りゆき、

混乱の度を極めてゆく刻下の現実の渦中にあえて身を沈め、己の思考を練りつづけようとしてい

たのだ。それゆえ、戦時体制がいやましに強化されてゆく時局のさなかで、執拗に筆を執りつづ

けることもできたのである。『復興期の精神』に見いだすべきなのは、「論理的明晰さ」ではな

く、手探りのなかで試みられている、迂曲する花田の思考の軌跡だというべきであろう。 

 『復興期の精神』には多様な立論が見いだされ、いくつかの主題の系列が併存している。その

うちの一つとして、人の生が「不自由」を基盤にしてしか存立しえない、という冷徹な認識を挙

げることができる。人の生が「不自由」を不可欠とするという視座は、すでに第一評論集『自明

の理』において追究されていたものであり、『復興期の精神』を通じても、「群論」、「極大・

極小」、「笑う男」というエッセイのなかで再三にわたって問い返されている。 

 花田は「不自由」に考察をめぐらせた果てに、それと不即不離なものとして「自由」を見いだ

す。「不自由」を問うとは、己を規定するものは何か、己の行動を律しているものは何かと問う

ことでもある。フーコーは、「思考とは、自らの行動に対する自由であり、自らが行うことから

人が身を離し、それを対象として構成し、問題として考える運動のこと」だと述べているが、さ

しずめ花田の逢着した「自由」とは、そのようなものであったといえるのである。 

 言論統制のもと、自由に発言することの許されぬなかで「不自由」を問いつづけた花田の姿は、

すこぶる批評的（クリティカル）であったといいうる。カントにならえば、「批判（クリティー

ク）」とは限界を画定することであり、それはとりもなおさず、己がいかに不自由であるかを自

覚することと同義であるからだ。そして、ここに、主体性の確立を賭け金とした戦後の言論界と

花田の思想との齟齬がすでに胚胎されていたともいえるのである。                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              



                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

※研究終了後２ヶ月以内に提出してください。ワープロ原稿の貼付けも可。なお、学術研究活動情報

（学術年鑑 Web）のホームページに掲載しますので、電子メールでも研究支援課まで

（tokkenseika@list.waseda.jp）ご提出くださるようご協力をお願いします。 

特別研究期間研究成果概要[つづき]（2,000 字以内）    氏 名：              

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              



                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


